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121.被殻出血 103例の検討

一手術例と非手術例の比較-

佐藤 和彦 ･斎藤伸二郎
八木 直幸 ･泉谷 浩 (欝 歪募荒内病院)

過去6年間に 当科を受診した被殻出血 103例につい

て,歪症度,CT分類別に見た,開頭血腫除去術による

手術例41例と非手術例62例の生命予後と3カ月後 ADL

の比較検討を行った.

<結 果>

1. 生命予後は重症度46以上では手術例,非手術例と

もに悪かった.

2.CT分類 Ⅳaでは手術例の生命予後が,非手術

例より優れており絶対的手術適応と考えられた.

3. 3カ月後 ADLは手術例と非手術例で有意の差は

ないが, 重症度2と3で非手術例では goodがないの

に対して,手術例では goodとなる例がある点は注目

に値すると思われた.

122.視床出血における生命予後と機能予後

一特に初診時神経学並びに CT所見

との相閑-

1 小穴 勝暦 ･立木 光 (霜 歪克荒病院)

土肥 守 ･金谷 春之 (
岩 手 医科大
脳神経外科

最近,視床出血は増加傾向を示している.そこで演者

らは,過去約 5年余に八戸赤十字病院脳神経外科に入院

した視床出血のうち,非手術例38例を中心に,初診時意

識 レベルと CT 所見を検討し,視床出血の生命予後並

びに機能予後を研究した.

<生命予後不良群一死亡群>

① 死亡例は8例,死亡率は21.1%. ② 死亡例は意

識は30より悪い. ③ 血腫長径は 32.4mm 以上. ④

血腫部位は Medialtype.

<機能予後良好群-ADL1+ADL2>

① 血腫長径が 23mm 以下の血腫例. ② 24mm 以

上の血腫では Posteriortype.③ 意識 0-2迄の Pos-

teriortype.

<社会復帰群-ADLl>

① 血腫長径 32.4mm 以下. ② 意識 レベルは3迄

(0-3). ③ 対光反射存在例. ④ 運動障害では不全片

麻痔より軽い症例等の4条件を完備していた.
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1.内胆汁塵を伴った良性胆道狭窄の2例

富等 芳望 :聖盃 会(晶墓標 試 賢)
大西 義久 (新潟大学 病 理)

内胆汁療を伴い,胆道癌との鑑別が困難であった良性

胆道狭窄の2例を経験したので報告する.

症例 1ほ,昭和55年胆石症及び壊痘性胆のう炎にて胆

滴と T 字管挿入を施行したが,約 1年後黄症が出現し

受診した･精査にて胆管狭窄があり,昭和56年11月手術

が施行された･手術所見では, T字管挿入部に胆管壁

の肥厚があり,胆管十二指腸癌を形成しこれによる狭窄

であった･胆管切除と胆道再建術が施行されたが肥厚し

た胆管は組織学的に,神経鞘腫であった,術後 3年を経

た現在経過良好である.

症例2ほ,昭和56年 2月頃より発熱と黄症の消長を繰

返し,59年7月受診 した.精査にて胆管狭窄があり,同

年9月手術が施行された.手術所見では,慢性胆のう炎

とそれによる膿疹形成及び胆のう十二指腸療があり,衣

症性癒着による狭窄であった.療孔を切除し経肝的にス

テントチューブを挿入した.1ケ月を経過した現在,経

過良好である.

2.胆石症と,肥満及び結石成分に関する検討

諾否 秀蓋 ●広田 正樹 (雄 健生病院)

当科における胆石症49例を対象とし,標準体重より算

出した肥満度との関係について考察し,健常人,胃十二

指腸潰疾患者を比較対象として検討を加えた.血清総タ

ンパク値,血清総コレステロール値についても検討し

た.

また,結石成分を赤外線分光計により分析し,その結

果を報告する.

3.先天性胆管拡張症の2手術症例について

嘉笑 恵墓 :慧歪 莞 爾 郡総合病院)

先天性胆管拡張症は,胆管壁からの高い発病率の報告

とともに,勝管胆道合流異常を高率に伴 うことが知られ


